
定年延長時の給与決定について

現状の継続雇用の給与条件は以下により決定している

(フ ルタイム勤務かつ夜勤又はフルタイム勤務かつオンコールありの場合 )

瑞祥会の正規職員としての勤務年数に 10円 を乗じた金額 +時間給基準表の初任給

(上記以外)

瑞祥会の正規職員としての勤務年数に5円 を乗 じた金額 +時間給基準表の初任給

働 く時間については変わらないが、定年後は、職責及び職務内容、条件を変更する。

【職務内容及び職責】

求める職責を正規職員職責評価表 Lvl及 び非正規職員職責評価表の Lv4と し、正規職員の中でも最も低い職

務職責とする。

【条件】

異動については、59歳以下を優先し、60歳以降は慣れた施設での就労とすることで、定年まで働きやすい環

境を整備する。但し、59歳以下を優先してもなお、異動が必要な場合はこの限りではない。

【60歳以降の給与決定方法】

① 現状の継続雇用の給与条件によって、時間給を算出

② 算出した時間給に 171.3時間を乗じて得た金額を算定表と比較し、近い月給とする。

例 1)勤続年数 25年 月給 229,000円 (2‐40) 介護福祉士 。夜勤有の場合

970円 +(10円 ×25)=1,220

1,220円 ×171.3=208,986円 ⇒209,200円 (2‐27)減 墨奎 8.7%

例 2)勤続年数 25年 月給 229,000円 (2‐40) 介護福祉士 。夜勤なし施設の場合

970円 +(5円 ×25)=1,095円

1,095円 ×171.3=187,573円 ⇒187,800円 (2‐ 13) 減額率 18%

例 3)勤続年数 25年 月給 229,000円 (2‐40) 看護師オンコールありの場合

1200円 +(10円 ×25)=1,450円

1,450円 ×171.3=248,385円 ⇒229,000円 (2‐40) 減額なし

例 4)勤続年数 2年 月給 177,000円 (2-8) 介護福祉士・夜勤有の場合

970円 +(10円 ×2)=990円

990円 ×171.3=169,587円 ⇒177,000円 (2-8)減額なし

×計算により算出した月給が定年延長前の月給を上回る場合は、後者を選択する。

④計算した結果、各職種の初任給を下回る場合は、初任給とする。

⑤賞与、手当については現状のとおりの支払いとなる。

⑥退職金積立は

×57歳で入社し

60歳で停止し、退職時又は定年退職時に支払うこととする。

、
~そ｀

こから4年 1ケ 月以上働いたとしても支給要件を満たさない

⑦定年延長を選択せず、継続雇用制度を利用し、非常勤職員で勤務することもできる。

各職種 の改正があり下回る場合は、初任給の額まで

⑨管理職を く は役職定年を基本路線とする。

主任は3号俸から変更 し、 2号俸の給与基準表を使い給与を決定する。
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